



















































CARE の試行的実践を行い（#1: CARE の前半部




た。1 回の実践は 2 時間で，これまでに 3 クール




























































トして 3 月で 3 年目が終了する。それを機会に，
全国の小学校へのアンケート調査を実施し，担当
教員，ALT，そして英語活動支援員からの反応
をもとに，それらの結果を立体的に分析しなが
ら，小学校英語活動の成果と問題点，及び課題に
ついて整理する，ということを目的とした。
　アンケートの作成及び集計には，瀧口優の他に
町田淳子（子ども学部兼任講師），瀧口眞央（嘱
託研究員）があたり，分析についても三人で行っ
た。
　全国の市と東京の特別区に合計 804 通の調査
を送り，160 校から回答を得ることができ，その
結果については年報に投稿している。詳細につい
ては年報に譲るが，以下に特徴を述べておきたい。
１．各学校回答から見えること（１６０校）
報
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